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1 人口減少時代における新たな政策展開 6 石川型健康福祉社会の構築

（１） いしかわの個性を活かした交流人口の拡大 ･･･････････････････6 （１） いしかわ健康フロンティア戦略の推進 ･････････････････････････17

　－　新ほっと石川観光プランの推進　－ （２） 高齢者施策の推進 ･･････････････････････････････････････････17

（２） 産業の革新に向けた新たな取組み ･････････････････････････8 （３） 障害者施策の推進 ･･････････････････････････････････････････18

　－　産業革新戦略の展開　－ （４） 福祉サービスの人材養成と適切な情報提供 ･･･････････････････18

（３） 新たな少子化対策の展開 ･･･････････････････････････････9

　－　新いしかわエンゼルプランの推進　－ 7 いしかわの未来を支えるひとづくり

（１） 未来を拓くたくましい力を育む教育の推進 ･････････････････････18

2 本県経済の活性化と雇用のセーフティネット拡充 （２） 私立学校への支援 ･･････････････････････････････････････････20

（１） 全国的・国際的なビジネス展開 ･･･････････････････････････10 （３） スポーツ・生涯学習の振興 ････････････････････････････････････20

（２） 既存産業の体質強化 ････････････････････････････････････10

（３） 雇用のセーフティネット拡充 ･･･････････････････････････････11 8 良質な社会資本の整備

（１） 北陸新幹線の建設促進 ･････････････････････････････････････20

3 豊かで活力ある地域づくりの推進 （２） 多重な道路網の整備 ････････････････････････････････････････20

（１） 地域主導の地域づくりへの支援 ･･･････････････････････････12 （３） 治水・治山施設の整備 ･･････････････････････････････････････20

（２） 県民の新たな社会参加の促進 ････････････････････････････12 （４） 福祉・教育施設の整備 ･･････････････････････････････････････21

（３） 中心市街地の再生・活性化 ･･･････････････････････････････12 （５） ローカルルールによる効率的・効果的な社会資本の整備 ････････21

（４） 快適な生活空間づくり ････････････････････････････････････13

9 持続的発展に向けた農林水産業の基盤づくり

4 県民生活の安全・安心の確保 （１） 食料供給体制の確立 ････････････････････････････････････････21

（１） 災害対策の推進 ････････････････････････････････････････13 （２） 販路の拡大 ････････････････････････････････････････････････22

（２） 安全・安心な暮らしの実現 ････････････････････････････････14 （３） 森林の多面的機能の保全と県産材活用の推進 ･････････････････22

（３） 食の安全・安心確保総合対策の推進 ･･････････････････････15 （４） 安定した漁業経営の確立と水産資源の確保 ･･･････････････････22

（４） 医療サービスの充実と医療基盤整備 ･･････････････････････15

10 地方分権時代にふさわしい新たな行財政システムの構築

5 環境配慮型社会への移行 （１） 県民の視点に立った行政サービスの向上と業務の効率化 ･･･････22

　－　環境総合計画の推進　－ （２） 職員費の抑制と歳入の確保 ･･････････････････････････････････23

（１） 環境にやさしい地域社会の創造 ･･･････････････････････････15 （３） 特別会計・公社の経営改善 ･･････････････････････････････････23

（２） 自然とのふれあいと恵み豊かな環境の実現 ････････････････16
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1 人口減少時代における新たな政策展開

（１） いしかわの個性を活かした交流人口の拡大　－　新ほっと石川観光プランの推進　－

・ 新たな観光戦略の展開

－ 推進体制の整備

観光交流局の設置

石川県観光創造会議（仮称）の設置 1,700 千円

観光総合プロデューサーの設置 1,000 千円

観光ウェブリサーチの実施 5,000 千円

インターネットを活用したニーズ調査、施策の検証

－ 三大都市圏誘客１千万人構想の推進

三大都市圏等における観光石川の発信 96,500 千円

トップセールスによる交流会・商談会の実施、

旅行商品づくりコンテスト（首都圏、中京圏、関西圏）の実施、

「日本の至宝を訪ねる旅」の実施、

加賀百万石ウォークの実施など

首都圏物産ショップ設置に対する支援 11,500 千円

アンテナショップ及び観光情報拠点の設置

「観光いしかわ１００選」の選定、販売促進 5,000 千円

全国に誇りうる石川の観光素材を公募により選出

「愛・地球博」会場での観光いしかわのＰＲ 10,000 千円

いしかわの日におけるイベント展開

大規模イベント等の事業化に向けた可能性調査 9,000 千円

－ 海外誘客３倍増構想の推進

中国、韓国、台湾からの誘客促進 29,700 千円

中国・韓国への観光ミッションの実施、

外国人の視点で見た観光ＰＲ用ＤＶＤ・ホームページの制作、

海外進出企業の石川観光カレンダー制作に対する支援、

韓国からの修学旅行に対する助成、

海外旅行博への出展など

外国語併記案内サイン（中国語、韓国語）の整備 7,000 千円

兼六園、金沢城公園

インターナショナルスクールとの交流による国際観光の推進 1,000 千円

－ 観光産業を担う人材育成

石川ツーリズムセミナーの開催 3,000 千円

観光振興のための地域リーダーの養成など

ほっと石川観光マイスター制度の創設 500 千円

－ 観光地の魅力アップ

観光地の魅力創出への支援 74,800 千円

計画策定、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進など個性化・魅力創出事業への支援

グリーン・ツーリズムの推進 16,346 千円

アドバイザー派遣による個別診断・指導、モニターツアーの実施など

・ 文化資産を活用した交流の促進

－ 金沢城の魅力の発信

「金沢城四季物語」の展開 20,000 千円

金沢城や兼六園を活用した多彩なイベントを開催

金沢城の調査研究 43,118 千円

金沢城フォーラムの開催、「金沢城史（仮称）」の刊行など
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金沢城公園の整備 189,800 千円

いもり堀跡の暫定環境整備、 石垣回廊整備、 石垣修築など

金沢城石川門の保存修理（詳細調査・設計） 10,000 千円

辰巳用水の調査支援 3,400 千円

－ 兼六園及び周辺文化施設の魅力アップ

兼六園周辺文化施設活性化策の検討 1,500 千円

美術館のリニューアル計画策定 5,000 千円

歴史博物館石引分館(仮称）の整備（旧石引分室の活用） 113,900 千円

義経伝説を育んだふるさと展の開催（歴史博物館） 7,800 千円

大河ドラマ「義経」を契機とした地域文化情報の発信

兼六園と周辺文化施設の共通割引入場券の発行

兼六園周辺文化施設鑑賞パスポートの有効期間延長（２日→７日）

－ 豊かな文化の創造と発信

音楽堂自主事業の展開 61,000 千円

(ほかに、文化振興基金から 50,000 千円 )

オーケストラ・アンサンブル金沢のドイツ公演 5,000 千円

ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭の開催 54,000 千円

・ 航空ネットワークを活用した交流の促進

－ 小松空港

国際定期便等の利用促進 67,300 千円

上海便、ソウル便、成田便など

成田便利用者への駐車場無料開放 9,000 千円

駐車場の設備整備

国際貨物便の利用促進 29,800 千円

通関量増加対策など

滑走路等の整備 241,334 千円

本滑走路整備着手（仮滑走路Ｈ１７．３月供用開始）

－ 能登空港

安定需要の確保に向けた利用促進活動の展開 120,000 千円

国際インバウンドチャーター便の就航支援 12,000 千円

二次交通（ふるさとタクシー）への支援 3,000 千円

能登の旅情報センターの運営 8,671 千円

幅広い空港活用の可能性調査 2,000 千円

・ 世界に開かれたくにづくり

－ 国際化戦略プラン（仮称）の策定 4,000 千円

－ 中国江蘇省との地域活性化交流の推進 28,434 千円

経済・観光・人材・環境分野での交流

－ 日本語・日本文化研修センターの運営 50,428 千円

本県独自の日本語・日本文化研修プログラムの実施

－ 国際県民平和フォーラムの開催 1,200 千円

小松・上海・成田便の就航を記念し、中国・アメリカ・日本の

パネリストを迎えて開催

－ 友好交流地域青少年国際会議の開催 2,500 千円

ロシア・イルクーツク州、中国江蘇省、韓国全羅北道との青少年交流

－ ブラジル石川県会館開館１０周年記念訪問団の派遣 29,500 千円
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（２） 産業の革新に向けた新たな取組み　－　産業革新戦略の展開　－

・ 産学・産業間連携の強化

－ プラットフォームの整備と重点分野のマッチング 9,750 千円

ニーズ・シーズの発掘、産学連携コーディネート協議会の設置、

分野別マッチング研究会の設置、支援企業のフォローアップなど

－ 脳機能計測診断支援システムの開発研究 5,500 千円

知的クラスター創成事業（５億円×５年間）に対する支援

－ 製品化・事業化につながる研究開発の支援 45,000 千円

国の大型研究開発プロジェクト採択に向けた可能性調査、

新技術・新製品の研究開発に対する支援など

－ 研究開発成果の実用化支援 61,300 千円

試作品の評価・改良など

－ 今後の成長を支える重点分野の研究開発(工業試験場) 14,600 千円

情報通信、生命科学･バイオ、ナノテク･新素材、環境分野

－ 実用化・製品化促進のための企業参画型研究開発（工業試験場） 3,000 千円

公募企業の参画による共同研究開発

－ 地域商工業活性化融資

産学・産業間連携支援枠の創設 新規融資枠 2,000,000 千円

－ 産学・産業間連携企業等設備貸与制度の創設 新規貸与枠 500,000 千円

・ 産業競争力の強化

－ 知的財産戦略の策定 3,000 千円

－ 次世代型企業群の創成支援 8,000 千円

新たなニッチトップ企業等の育成のための集中支援

－ 地域経営塾（仮称）の開催 2,500 千円

県内企業等の実例を教材にした企業経営のケーススタディ

－ 高度専門技術人材の確保 2,500 千円

相談窓口の設置、首都圏等の人材紹介会社とのネットワーク構築

－ 経営革新等支援融資

次世代型企業に対する融資限度額の拡大（2億円→４億円）

次世代型企業に対する保証条件の緩和

・ 新産業分野の創造支援

－ 「石川新情報書府」第３期構想の推進 27,900 千円

ブロードバンド、地上波デジタル放送に対応した映像コンテンツの制作、

国内外メディアへのビジネス展開

－ コンテンツビジネスの事業化促進 5,000 千円

新たなビジネスモデルの事業化に対する支援

－ 情報化を担う人材の育成 26,000 千円

情報化統括責任者（ＣＩＯ）の養成研修など

－ いしかわサイエンスパークの新産業創造拠点化 166,199 千円

いしかわフロンティアラボ入居企業への賃借料助成、

いしかわクリエイトラボ入居企業に対する支援、

研究所等立地促進補助金による企業誘致の促進など
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（３） 新たな少子化対策の展開　－　新いしかわエンゼルプランの推進　－

・ 子どもを産み育てたくなる環境づくり

－ 少子化対策推進室の設置

－ 企業の少子化対策への積極的参加の促進

プレミアム・パスポートの発行 5,000 千円

子ども3人以上の多子世帯に対する料金割引等制度の創設

企業による子育て支援の促進 1,200 千円

子育て支援優良企業の登録・表彰制度の創設、

次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画の策定支援、

登録企業の計画内容のＰＲ

－ マイ保育園制度の創設による育児支援 15,000 千円

妊娠時から３才未満児の育児期間中、登録保育所等で

育児相談・育児体験等を実施

－ 保育所児童の急病対応のための専任看護師配置に対する助成 12,512 千円

乳児保育等の質の向上を目指す全保育所に３カ年で配置

－ 保育専門学園に専攻科設置（Ｈ１８．４月）

－ 私立幼稚園の預かり保育の拡充

預かり保育施設・設備整備に対する助成 3,962 千円

預かり保育に対する支援の充実 12,505 千円

－ 放課後児童クラブ指導員の複数配置支援 31,668 千円

－ 児童福祉施設の整備 171,149 千円

保育所 　５カ所

放課後児童クラブ 　６カ所

児童館 　２カ所

－ 中央児童会館の機能見直しに向けたプランの策定 2,000 千円

－ 子育てバリアフリーマップの作成 2,000 千円

－ ゆったりマイホーム建設に対する支援の拡充 3,300 千円

多子世帯住宅

・ 子どもの誕生と心身の健やかな育ちの支援

－ 子どもを取り巻く医療環境の整備

いしかわ総合母子医療センター（仮称）の開設（Ｈ１７秋） 176,591 千円

小児救急電話相談の実施（土、日、祝日等の夜間） 6,000 千円

小児救急医療に関する研修の実施 1,200 千円

内科医などに対する小児救急に関する研修

乳幼児医療費助成制度 407,554 千円

入院：就学前児童まで、通院：３歳児まで　　

ひとり親家庭等医療費助成制度 110,793 千円

１８歳までの児童を持つ母子・父子家庭等に対する医療費助成

－ 子ども虐待防止総合対策の拡充 60,885 千円

中央児童相談所の２４時間対応、

児童養護施設等の入所児童に対する自立支援アドバイザーの派遣など

－ 出産前の不安解消に向けた支援

体外受精等の不妊治療費に対する助成 18,281 千円

不妊や妊娠の悩みに関する専門電話相談の実施 3,800 千円
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－ ひとり親家庭の自立支援

母子家庭の自立支援 26,195 千円

プレ訓練付き公共職業訓練の実施、自立支援給付金の交付など

放課後児童クラブ利用料に対する助成 4,700 千円

2 本県経済の活性化と雇用のセーフティネット拡充

（１） 全国的・国際的なビジネス展開

・ 本県製品の販売戦略の強化

－ 首都圏等での販売戦略の強化

首都圏物産ショップ設置に対する支援（再掲） 11,500 千円

マーケット対応型の販路開拓支援 2,200 千円

ホテルなど需要者サイドのニーズに対応した展示会の開催

県産食材のブランド化 9,500 千円

料理関係者との情報交換会、県産食材レストランフェアの開催など

「観光いしかわ１００選」の選定、販売促進（再掲） 5,000 千円

首都圏バイヤーズミーティングの開催 7,000 千円

新製品の説明会、展示会

いしかわ伝統工芸フェアの開催支援 20,000 千円

－ 新たな販売ルートの開拓

石川ブランド優秀新製品の販路開拓支援 43,860 千円

モニター調査、広告宣伝に対する支援、専門家指導など

女性誌とﾀｲｱｯﾌﾟした伝統的工芸品魅力ｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝの実施 10,000 千円

公開審査による「いしかわの工芸百選」の選定など

・ 本県企業の海外戦略の強化

－ 企業の国際ビジネス展開の支援

国際ビジネスサポートデスクの運営 2,700 千円

－ 海外受注・販路開拓支援

海外見本市への出展支援 4,000 千円

中国における販路開拓支援 8,200 千円

中国ビジネス研究会の開催、展示商談会の開催(江蘇省、 上海市)など

韓国における販路開拓支援 4,500 千円

大邱ＩＴベンチャー企業との商談会の開催など

伝統工芸産業の海外展開支援 12,500 千円

海外展開支援のためのセミナー開催、海外見本市出展支援、

コーディネータ確保支援

・ 企業誘致の推進

－ 創造的産業等立地促進条例による企業誘致の推進 434,000 千円

－ 雇用拡大関連企業立地促進補助金による企業誘致の推進 385,000 千円

大型誘致に対する補助限度額の引き上げ

新設　限度額５億円→１０億円（市町村も同額助成）

　　　　市町村分、創造的産業等立地促進条例分を合わせ最大３５億円

増設　限度額２億円→５億円

（２） 既存産業の体質強化

・ 中小企業再生・事業転換支援プログラムの推進

－ 再生・事業転換特別相談の実施 10,000 千円

商工調停士による特別相談、経営改善計画策定支援
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－ 事業転換のための計画策定支援 6,600 千円

環境、福祉、農業への事業転換ゼミナールの開催、

転換可能性調査、社内セミナー開催助成、専門家の派遣

－ 再生・事業転換支援検討会の開催 2,370 千円

経営改善計画、事業転換計画の検討と支援方策の策定

－ 再生・事業転換フォローアップ診断の実施 4,800 千円

経営改善計画、事業転換計画実行に当たっての専門家によるﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

－ 再生・事業転換のための融資・保証枠の確保

事業転換支援融資 新規融資枠 5,000,000 千円

中小企業再生・事業転換支援保証制度 新規保証枠 12,800,000 千円

－ 企業の農業分野への参入支援 1,140 千円

・ 地域中小企業支援センターの運営支援 22,140 千円

・ 企業ニーズに対応した金融円滑化支援

－ 地区別金融円滑化懇談会の開催 2,738 千円

中小企業者の金融事情の聴取と金融施策への反映

－ 設備資金の償還期限の延長（１０年→１５年）

・ モノづくりの再生支援

－ モノづくり技術の高度化

新技術・新製品の事業化可能性調査の支援 4,000 千円

電子・電気産業の製品開発力の高度化支援 50,000 千円

多層プリント基板試作機器の整備（工業試験場）

－ 繊維ニューフロンティアへの進出支援 8,000 千円

産業資材等非衣料分野における新商品開発など

－ 伝統工芸の新分野開拓に取り組む企業への支援 11,000 千円

（３） 雇用のセーフティネット拡充

・ 若者の就業支援の拡充

- 若年者職場実習の実施(1,000名) 88,193 千円

－ 若年者向けデュアルシステムの実施 27,304 千円

企業実習と一体となった教育訓練（76名）

－ 若者しごと情報館の運営 24,218 千円

職業情報の提供、職業意識形成の支援、

ジョブカフェ石川（加賀サテライト、能登サテライト）での就業支援、

併設ヤングハローワーク金沢での職業紹介

－ フリーター等に対する就職準備講座の開催(200名) 4,500 千円

－ 就労意欲に乏しい若年者の職業的自立の促進 2,500 千円

民間団体が行う集団活動・就労体験事業への支援

－ 無職少年に対する支援体制の整備 2,300 千円

就労・就学の指導、斡旋を行う市町村モデル事業の実施

－ 高校生のインターンシップ推進（１７→２１校） 5,250 千円

・ 中高年齢者・離職者等の就業支援

－ 中高年齢者職場実習の実施（1,000名） 67,219 千円

－ 離職者等中期職場実習の実施（100名） 11,753 千円

－ 離職者等の高度人材養成研修の実施（950名） 233,964 千円

－ 企業ニーズに対応した在職者訓練の実施(1,130名→1,300名) 8,431 千円

・ 県労働力調査の実施（県内の失業実態等の早期公表） 15,000 千円
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3 豊かで活力ある地域づくりの推進

（１） 地域主導の地域づくりへの支援

－ 企画開発部の企画振興部への再編、地域振興課の設置

－ 能登有料道路料金軽減対策の拡充 28,500 千円

奥能登地域の住民等を対象に徳田大津～此木間を実質無料化など

－ 民間のアイディアを活かした地域づくりの推進

地域づくり構想の発掘・計画策定支援 20,000 千円

いしかわ地域づくり塾の運営 5,200 千円

地域づくりリーダーの育成、 調査研究への支援

－ 高等教育機関の知的資源活用による地域づくりの推進

地域課題研究ゼミナールの支援 4,700 千円

県内高等教育機関における寄附講座の設置 20,000 千円

研究領域を横断するカリキュラム開発の支援 2,000 千円

地域のニーズに応えるカリキュラムの開発

－ 定住促進に向けた市町村の情報発信等の取り組み支援 3,000 千円

－ 雇用拡大関連企業立地促進補助金による企業誘致の推進

定住人口増のための県外からの移転従業員の補助単価引き上げ

２５万円／人→５０万円／人

（２） 県民の新たな社会参加の促進

－ 県民の自主的な活動の促進

ＮＰＯ活動支援センターの運営 12,031 千円

高齢者・女性のＮＰＯ活動への支援 2,000 千円

ＮＰＯの協働事業に対する支援 3,000 千円

ＮＰＯの人材養成等に対する支援 1,300 千円

リーダー養成講習会、巡回指導員の派遣

－ 男女共同参画の推進と女性の社会参画の促進

男女共同参画に関する県民意識調査の実施 4,500 千円

男女共同参画推進員のネットワーク強化 4,850 千円

女性のキャリアアップ支援 1,850 千円

研究者・技術者層の研修・交流など

（３） 中心市街地の再生・活性化

・ 県庁跡地の利用に向けた検討・環境整備とにぎわいの創出

－ 旧県庁舎本館南ブロック活用策の検討 2,400 千円

－ 旧県庁舎東庁舎等跡地の緑地整備 89,400 千円

－ いしかわシティカレッジの運営 29,400 千円

フィールドワークも取り入れた講座の開催、公開講座の実施など

－ 若者しごと情報館の運営（再掲） 24,218 千円

－ ひろさかＩＴフェスタ（仮称）の開催 20,000 千円

－ 中央公園エントランス等の整備（実施設計） 3,000 千円

・ 中心市街地の基盤整備

－ 市街地再開発事業への支援 508,350 千円

 七尾駅前第二地区、武蔵ケ辻第四地区、金沢駅武蔵地区
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－ 街づくりと一体となった街路整備 2,157,000 千円

都市ルネッサンス石川・都心軸、街なか再生・目抜き通りの整備

金沢市、七尾市、小松市、輪島市、珠洲市、加賀市、

かほく市、山中町、能登町

・ 魅力ある商店街づくり

－ 活性化モデル商店街への支援 63,330 千円

飯田町商店街、近江町市場商店街、小松市本折・かぶと商店街

－ 商店街の賑わい創出のための取り組みへの支援 18,000 千円

マーケティング等調査、不足業種誘致のための個店改修、

空き店舗を活用した商業者インキュベータの設置など

－ 商店街のハード整備に対する支援 96,060 千円

近江町市場商店街

（４） 快適な生活空間づくり

－ 公共交通機関の充実

路線バス・鉄道の利便性向上 39,315 千円

ＩＣカードバス運賃システムの拡充など

都心軸の交通円滑化に向けた交通実験の実施 22,200 千円

バス待ち環境の改善、パーク＆ライドの拡充など

－ のと鉄道穴水・蛸島間の円滑なバス転換支援

利用者負担の軽減、バス停留所の整備 124,600 千円

－ のと鉄道再整備に向けた支援 184,350 千円

安全運行維持への支援、車両の更新

－ 地域情報基盤の整備及び利活用

ＩＴアクションプランの改定 1,000 千円

ケーブルテレビ施設の整備支援 300,000 千円

地上デジタル放送施設の整備支援 135,000 千円

移動通信用鉄塔の整備支援 104,527 千円

－ 良好な景観の保全と創出に向けた景観マスタープランの策定 5,000 千円

白山眺望保全のためのガイドラインなど

－ エネルギー対策の推進

新エネルギー活用指針の策定 1,500 千円

志賀原電立地対策 1,140,964 千円

能登原子力センター展示品の整備 375,500 千円

4 県民生活の安全・安心の確保

（１） 災害対策の推進

・ 災害に備えた体制の強化

－ 石川県災害対策本部総合訓練の実施 1,977 千円

仮想被災状況に基づく情報収集・応急対策指示等の訓練

－ 被災者・避難者支援対策の充実

市町村の災害被災地対応の支援 6,423 千円

避難所運営マニュアルの作成、

災害廃棄物処理指針の策定及び対応マニュアルの策定

災害時におけるボランティアネットワークの強化 2,000 千円

災害時のボランティアコーディネーターの養成、ハンドブックの作成
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被災者支援物資の充実（災害救助基金） 7,743 千円

被災者用備蓄物資の充実、被災者支援職員装備品の整備

－ 市町村の避難計画策定・普及啓発の支援

浸水想定区域図の作成（洪水、 津波） 38,000 千円

洪水ハザードマップの作成支援 3,300 千円

－ 防災情報収集・伝達体制の整備

防災行政無線デジタル化整備調査 15,600 千円

防災拠点施設の非常用発電機等の整備 12,493 千円

・ 災害に強い県土の基盤づくり

－ 公共施設の耐震化

緊急輸送道路の耐震補強 1,109,925 千円

第１次輸送ルートの落橋防止対策（Ｈ１７完了）など

指定避難施設である県立学校体育館（25校37棟)の耐震診断 56,853 千円

診断後、Ｈ１８・１９の２カ年で補強工事を実施

県立学校等の耐震補強・大規模改造 435,520 千円

－ 治水対策

河川堤防の緊急改修 220,300 千円

緊急対策の必要な２７カ所をＨ１７秋までに完了

河北潟周辺の浸水対策 598,500 千円

九谷ダムの建設（Ｈ１７．６月運用開始） 468,108 千円

（２） 安全・安心な暮らしの実現

・ 身近な治安対策の充実

－ 防犯まちづくり条例に基づく安全で安心な地域社会づくりの推進 6,000 千円

推進体制の整備、防犯指針の作成、防犯フェアの開催など

－ 治安維持体制の強化

警察官の増員（20名）、

交番相談員等の増員（13名）（３カ年で県内全交番に配置）

－ 警察施設の整備

小松警察署の整備（Ｈ１７．１１月完成） 982,966 千円

交番、駐在所の整備 153,838 千円

・ ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)対策の推進

－ ＤＶ防止基本計画の策定 1,500 千円

－ 配偶者暴力相談支援事業の実施 5,434 千円

ＤＶホットライン・弁護士の設置など

－ ＤＶ保護施設白百合寮の整備 44,000 千円

個室化等の環境整備

・ 安全安心な消費生活社会づくりの推進

－ 不適正な取引の監視体制の整備 8,038 千円

不適正な取引行為の指定・禁止、

専任調査員の配置（２名）、立入調査の実施

－ 被害の未然防止のための消費者教育の充実 15,617 千円

草の根消費者教室の開催、

電子メールによる消費生活情報の提供など

－ 市町村の消費者苦情処理体制の整備に向けた支援 5,018 千円

夜間ゼミナールによる消費生活専門相談員の養成、

相談業務支援員の派遣など
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・ 交通安全対策の充実

－ 交通安全おもいやり家族サポート事業の実施 3,394 千円

－ 　 高齢者の交通安全対策の充実

高齢者交通安全推進員による啓発活動の支援 6,506 千円

街頭巡回での安全指導、反射材の配付 7,757 千円

－ 交通安全施設の整備 2,156,251 千円

・ 国民保護法に基づく国民保護に向けた対応

－ 県の国民保護計画の策定 9,900 千円

－ 任期付職員の採用（自衛官ＯＢ１名）

（３） 食の安全・安心確保総合対策の推進

－ 食品衛生の確保 5,847 千円

腸炎ビブリオ対策の強化、アレルギー物質の検査など

－ 生乳生産段階における衛生管理手法導入への支援 4,866 千円

－ 高病原性鳥インフルエンザ予防対策の推進 4,200 千円

－ ＢＳＥ（牛海綿状脳症）対策の推進 17,561 千円

24カ月齢以上の死亡牛全頭検査、焼却処分など

－ 食に関する情報提供の充実 1,708 千円

懇話会・シンポジウムの開催、消費者への情報提供など

－ トレーサビリティ（生産流通履歴追跡）システムの導入推進 1,900 千円

米、青果物、養殖カキ

－ 食品表示の監視・指導等の実施 3,170 千円

－ 米の銘柄表示適正化のためのＤＮＡ鑑定の実施 1,128 千円

（４） 医療サービスの充実と医療基盤整備

－ 救急医療提供体制の充実

災害・救急医療情報システムの運営 46,690 千円

小児救急医療に関する研修の実施（再掲） 1,200 千円

－ へき地等における医療提供体制の確保 72,395 千円

－ 高度医療施設等の整備（中央病院）

いしかわ総合母子医療センター（仮称）の開設（再掲） 176,591 千円

内視鏡センターの整備 26,000 千円

医療情報総合システムの整備 債務を含め 1,130,000 千円

オーダリング・電子カルテシステムの導入

－ サービス棟等の改築（高松病院）　　　　　　　　　債務を含め 522,083 千円

－ 国民健康保険の安定的運営支援

財政調整交付金の創設 3,200,000 千円

5 環境配慮型社会への移行　－　環境総合計画の推進　－

（１） 環境にやさしい地域社会の創造

・ 生活環境の保全

－ 水環境創造課の設置

－ 低コスト型生活排水処理構想の推進 4,500 千円

地域特性に応じた整備手法選定マニュアルの策定等

－ 生活排水処理施設整備総合補助制度の創設

－ 湖沼の水質保全対策 7,092 千円

河北潟における水質汚濁負荷量調査、保全対策の検討
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・ 循環型社会の形成

－ 企業・地域の廃棄物減量化（排出抑制）の推進 2,300 千円

産業廃棄物種別ごとの「減量化マニュアル」の策定、

市町村の減量化対策への支援

－ 廃棄物再資源化施設の立地計画策定への支援 2,000 千円

－ ゼロエミッションに向けた産業廃棄物排出量実態調査の実施 10,899 千円

－ 廃棄物適正処理対策の推進 21,117 千円

産業廃棄物監視機動班による立入調査、

市町村職員併任制度に参加する市町村への支援、

PCB廃棄物処理計画の策定など

・ 地球環境の保全

－ 地球温暖化防止活動の推進 1,000 千円

地域協議会設立に向けたモデル地域への支援

－ 地域版・家庭版・学校版環境ＩＳＯの普及促進 3,716 千円

－ 住宅用太陽光発電システム設置に対する支援 30,000 千円

－ 交通信号灯器ＬＥＤ化の推進 66,488 千円

－ 県有施設のグリーン化推進 12,571 千円

民間のノウハウを活用した省エネ対策の推進

－ 国際環境協力交流の推進 2,050 千円

・ 質の高い環境の形成に資する産業活動の推進

－ 環境配慮型企業の育成 1,314 千円

ＩＳＯ１４００１等の導入支援、いしかわグリーン企業の表彰など

－ いしかわ環境企業アカデミーの開設 4,000 千円

企業が有する環境に関する知恵と技の普及

・ 環境に関する情報の集積と活用

－ 環境に関する知識・情報のポータルサイト構築（設計） 3,100 千円

－ 県民エコステーションの充実 30,263 千円

地球温暖化防止活動推進員の研修、県民環境講座の開催など

（２） 自然とのふれあいと恵み豊かな環境の実現

・ 自然と人との共生

－ 里山保全再生協定による保全活動の促進 2,000 千円

地権者と保全活動グループ等との協定締結を支援

－ 夕日寺健民自然園の整備 59,600 千円

茅葺き民家の移築による里山センター（仮称）の整備

－ 人とクマの共生推進 8,000 千円

４県共同による生息数・分布調査の実施、共生検討会の開催など

－ 希少野生動植物の保護 12,452 千円

希少野生動植物の指定、白山の外来植物対策、

いしかわレッドデータブックのフォローアップなど

－ トキ分散飼育の受入条件調査 4,700 千円

・ いしかわ自然学校の充実

－ 指導者養成・派遣の実施 16,076 千円

インストラクタースクールの運営、指導者・講師派遣など
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－ 各種体験事業の実施

夕日寺モデル里山学校の実施 2,937 千円

白山まるごと体験教室等の開催 3,178 千円

「いしかわ森と田んぼの学校」プロジェクトの推進 5,222 千円

森・水辺のまなび舎の設置 953 千円

・ いしかわ子ども自然学校の充実

－ 個人参加型・学校活動型の自然体験プログラムの実施 22,180 千円

－ 手取まるごと体験事業の実施 1,968 千円

白山青年の家（Ｈ１７．７月リニューアルオープン）

6 石川型健康福祉社会の構築

（１） いしかわ健康フロンティア戦略の推進

－ 健康フロンティア戦略推進室の設置

－ 「いしかわ健康フロンティア戦略」の策定 1,000 千円

健康寿命の延伸を目標とした行動計画

－ 健康寿命延伸に向けた効果的な介護予防・保健指導の検討 5,000 千円

モデル市町村との共同による介護・医療等データ分析の実施

（２） 高齢者施策の推進

－ 長寿社会プランの改定 3,883 千円

介護保険制度改革を踏まえた「石川県長寿社会プラン」の改定

－ 介護サービスの適正な実施の推進

高齢者の介護予防・地域支え合い支援 261,474 千円

介護予防に向けた筋力向上トレーニング、骨折予防教室の開催など

介護予防マネジャー、介護予防サービス従事者研修の実施 3,612 千円

介護保険制度利用者の利用料軽減 37,995 千円

介護保険関連施設の整備 1,546,373 千円

特別養護老人ホーム 　９カ所

デイサービスセンター 　６カ所

認知症高齢者グループホーム 　３カ所

－ 家族介護に対する支援の充実 34,098 千円

介護者交流会・介護教室の開催、介護用品の支給など

－ 高齢者の健康づくり総合対策の推進

「いしかわ健康づくり２１」の実践 6,700 千円

栄養、運動、心の健康、疾病予防の各種取り組み

高齢者心と体の健康づくり総合補助金 31,000 千円

市町村の独自事業に対する助成

－ 高齢者いきいきサロンの設置(１３１カ所) 12,987 千円

－ 高齢者虐待防止総合対策の推進

高齢者虐待を防止するための環境整備 32,150 千円

人材育成、相談事例検討会の開催など

高齢者虐待防止ネットワーク形成モデル事業の実施 8,135 千円

地域見守りネットワーク、専門家ネットワークの形成など

在宅の認知症高齢者支援ネットワークの構築 2,000 千円

認知症対応従事者研修会の開催など
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（３） 障害者施策の推進

－ 障害者の生きがいと潤いのある暮らしの推進

障害者の文化・交流活動の支援 9,000 千円

商店街の空き店舗等を活用したギャラリーの設置など

障害者の温泉療養に対する支援 18,000 千円

バリアフリー化された温泉施設の利用料助成

弱視者に対する機能訓練・相談などの実施 850 千円

－ 障害者ＩＴ支援センターの運営 4,000 千円

視覚、聴覚障害者等のパソコン操作技術習得など

－ 在宅障害児・者療育相談事業の実施 44,680 千円

－ 七尾養護学校珠洲分校の開校（Ｈ１７．４月） 13,059 千円

－ 障害のある子の地域支援ネットワークの構築 6,500 千円

教育・福祉・保健の連携強化（能登北部地域）、

盲・ろう・肢体不自由サテライト教室の開設（七尾養護学校珠洲分校）、

全児童生徒の個別支援計画策定

－ 七尾養護学校輪島分校の設置検討 1,000 千円

－ 障害児の校外活動に対する支援 4,183 千円

養護学校などに通学する障害児の放課後活動の場を提供

－ 発達障害児に対する支援体制の整備 7,444 千円

発達障害支援センターの設置による相談窓口の整備など

－ 自閉症支援センターの設置 12,301 千円

－ 錦城学園の改築 債務を含め 1,425,063 千円

－ 障害者福祉施設の整備 958,439 千円

身体障害者授産施設 １カ所

障害児複合施設 １カ所

精神障害者社会復帰施設 ４カ所

（４） 福祉サービスの人材養成と適切な情報提供

－ 福祉総合研修センターを活用した研修の充実 81,126 千円

生涯研修、職種別専門研修、課題別研修、

認知症高齢者グループホーム管理者研修、県民向け公開講座など

－ 福祉サービス第三者評価推進事業 4,300 千円

　　　 モデル評価の実施、評価機関の認証など

7 いしかわの未来を支えるひとづくり

（１） 未来を拓くたくましい力を育む教育の推進

・ 活力にあふれた魅力ある学校づくり

－ 大学連携による教員の養成・資質向上 2,000 千円

大学教授等による実践的ゼミナールの開催、

教育現場を踏まえた教員養成カリキュラムの開発支援

－ 教職員研修の充実 75,436 千円

主任を対象とした学校経営基礎研修の実施など

－ 学力向上のための少人数学級の導入

３５人学級と支援講師を活用したティーム・ティーチングとの

選択制（小学校１・２年生）

－ 児童生徒の学力向上対策の推進 3,000 千円

専任指導主事の配置、 学力向上セミナーの開催など
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－ 小・中学生の基礎学力調査の実施 17,661 千円

小学校４年生、６年生、中学校３年生

－ 石川の学校教育振興ビジョンの推進 73,200 千円

達成目標を掲げた学校ごとの主体的な取組み支援

－ いしかわスーパーハイスクールの推進（５校） 13,000 千円

先端科学教育、高度な語学教育の実践など

（金沢泉丘、小松、七尾、金沢二水、金沢桜丘）

－ マルチメディアを活用した学習ルームの整備（高等学校４校） 5,200 千円

－ 高大連携による出張オープンキャンパスの開催支援 1,000 千円

高等教育機関による出張模擬授業や進路相談

－ 石川版教科書「ふるさと石川学（仮称）」の作成 10,000 千円

－ 七尾養護学校珠洲分校の開校（Ｈ１７．４月）（再掲） 13,059 千円

－ 障害のある子の地域支援ネットワークの構築（再掲） 6,500 千円

－ 七尾養護学校輪島分校の設置検討（再掲） 1,000 千円

・ 非行防止・いじめ・不登校対策の推進

－ 学校におけるカウンセリング機能の強化

スクールカウンセラーの増員（中学校36→38校） 63,566 千円

子どもと親の相談員の配置（小学校14校） 6,880 千円

－ やすらぎ教室の運営 11,000 千円

スーパーバイザー（精神科医等）の配置など

－ 生徒指導サポーターの配置 12,443 千円

・ 県立学校の整備

－ 併設型中高一貫教育校の整備 990,120 千円

金沢錦丘中学校・高等学校（Ｈ１７年度中中学校校舎完成）

－ 小松高等学校の校舎等改築整備（Ｈ１７年度中完成） 391,417 千円

－ 七尾高等学校の校舎等改築整備 891,879 千円

－ 県立高等学校の再編整備 債務を含め 1,336,923 千円

七尾東雲、能登青翔

－ 寺井高等学校の体育館改築整備（実施設計） 8,595 千円

－ 金沢北部総合養護学校（仮称）の整備 5,184,480 千円

（Ｈ１８．４月肢体不自由部門開校）

・ 学校・家庭・地域の連携推進

－ いしかわ教育の日を定める条例の制定 2,500 千円

記念式典の開催など

－ 豊かな心を育む教育の推進 30,000 千円

　 　　　　 豊かな心を育む県民大会の開催、 子どもの心に関する調査の実施など

・ 高等教育の充実

－ 県立大学の開学（Ｈ１７．４月） 　 　 　 1,043,953 千円

－ 看護大学地域ケア総合センターの運営 18,000 千円

看護専門職等に対する研修、県民向け公開講座の開催、

ワシントン大学との交流など

－ 県内高等教育機関における寄附講座の設置（再掲） 20,000 千円

－ 大学間連携の促進 4,750 千円

研究領域を横断するカリキュラム開発の支援、

県内高等教育機関のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・単位互換の推進
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（２） 私立学校への支援

－ 　 経常費助成 4,551,176 千円

（補助単価） 　

高等学校 338,844円／人

中学校 277,662円／人

小学校 275,945円／人

幼稚園 178,385円／人

専修学校  

　　大学入学資格付与校  39,000円／人

　　専門課程等  29,500円／人

（３） スポーツ・生涯学習の振興

－ 総合スポーツセンター（仮称）の整備 債務を含め 9,450,305 千円

－ 中学生駅伝金沢城・兼六園大会の開催 11,354 千円

－ ジャンボリーの開催支援 55,265 千円

－ 自然史資料館（仮称）の整備 351,672 千円

－ 国立国会図書館との図書検索ネットワークの運用開始 2,993 千円

8 良質な社会資本の整備

（１） 北陸新幹線の建設促進

- 北陸新幹線建設費負担金 1,652,453 千円

金沢～金沢車両基地間、金沢～石動間

- 新幹線用地対策室の設置

（２） 多重な道路網の整備

・ 地域高規格道路の整備

－ 金沢外環状道路 山側幹線(鈴見新庄線) 7,596,000 千円

Ｈ１８．３月供用開始

－ 金沢外環状道路 海側幹線

Ⅰ・Ⅱ期(国道305号､松任宇ノ気線、金沢鶴来線) 3,240,000 千円

北部延伸（福久福増線） 150,000 千円

－ 月浦白尾ＩＣ連絡道路(七塚宇ノ気線) 525,000 千円

Ｈ１８．３月白尾ランプ橋供用開始

・ 広域交流幹線軸道路の整備 　

－ 珠洲道路 322,000 千円

－ 輪島道路 452,000 千円

－ 七尾道路 415,000 千円

－ 河北縦断道路 700,000 千円

－ 金沢井波線 1,250,000 千円

－ 南加賀道路 債務を含め 4,605,000 千円

・ 地域振興道路の整備

－ 広域営農団地農道 2,289,000 千円

－ ふるさと農道・林道 958,400 千円

（３） 治水・治山施設の整備

－ 河川堤防の緊急改修（再掲） 220,300 千円

－ 河北潟周辺の浸水対策（再掲） 598,500 千円
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－ 河川改良 債務を含め 5,048,700 千円

－ 砂防地すべり対策 4,327,100 千円

－ 治山対策 2,716,700 千円

（４） 福祉・教育施設の整備

－ 県立学校（再掲） 債務を含め 9,468,469 千円

－ 介護保険関連施設（再掲） 1,546,373 千円

－ 児童福祉施設（再掲） 171,149 千円

－ 障害者福祉施設（再掲） 958,439 千円

（５） ローカルルールによる効率的・効果的な社会資本の整備

・ 地域の特性に応じた生活排水処理施設の整備促進

－ 低コスト型生活排水処理構想の推進（再掲） 4,500 千円

－ 生活排水処理施設整備総合補助制度の創設（再掲）

・ 地域の実情に応じた手法による整備促進

－ １．５車線的道路・農道整備 1,486,000 千円

－ 現道活用型道路整備 861,000 千円

－ 既存ストックを有効活用した効率的な整備 1,977,230 千円

既存道路敷を活用した右折レーンの設置、

適切な舗装補修による走行性の確保、

既設護岸を活用した農業用水路の改修

－ 地域特性に応じた歩道整備 1,005,500 千円

車・歩行者の通行実態に即した幅員の確保

－ 事業効果の早期発現を目的とした段階的施工 1,332,700 千円

街路の片側先行整備、河川拡幅の先行整備など

－ 現場特性に応じた砂防堰堤整備 191,000 千円

堰堤形状のスリム化

－ ライフサイクルコストを縮減する道路整備 175,000 千円

コンクリート法面保護工の導入による除草費用の縮減

－ 住民参加型整備手法の導入（緑地、河川、水路の環境整備など）

・ 公共施設の長寿命化・有効活用

－ 橋りょうの長寿命化対策 50,000 千円

－ 道路構造物の長寿命化計画の策定（ 舗装、 トンネル） 8,500 千円

－ 歴史博物館石引分館(仮称）の整備（旧石引分室の活用）（再掲） 113,900 千円

－ 自然史資料館（仮称）の整備（旧愛育養護学校等の活用）（再掲） 351,672 千円

－ 母子福祉センターの移転整備（実施設計） 3,500 千円

女性センターの宿泊部門の廃止に伴うフロアの有効活用

9 持続的発展に向けた農林水産業の基盤づくり

（１） 食料供給体制の確立

・ たくましい担い手の育成・確保

－ 「農業・農村・食料推進ビジョン（仮称）」の策定 4,000 千円

－ 農業生産法人の規模拡大や複合化に伴う機械・設備整備への助成 40,000 千円

－ 集落営農の推進に伴う大型農業機械整備等への助成 119,248 千円

－ 河北潟干拓地の活性化の推進

加工用米の作付け開始（２６ha）

特区制度を活用した新規参入企業への支援 2,000 千円
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－ 農林水産業への就業促進

「自然の中で働こう」キャンペーンの実施 1,400 千円

ハローワーク等と連携した農林水産業への就業支援

農業法人等への無料職業紹介の実施 650 千円

農林漁業への就業準備校の設置 8,637 千円

担い手育成のための各種研修

・ 生産体制の確立

－ 新たな米政策への対応

うまい・きれい石川米づくり運動の推進 4,054 千円

新たな米政策に対応した石川の米づくりの推進 43,000 千円

１等米比率向上に向けた取組み支援など

新たな転作組織の育成及び集団栽培の取組みに対する支援 20,000 千円

－ 園芸産地構造改革プランに基づく個性ある産地の育成 35,570 千円

低コスト化、高付加価値化に向けた共同利用機械等の導入助成

－ 耕畜連携による土づくりなど環境にやさしい農業の推進 12,756 千円

土づくり、減農薬・減化学肥料栽培実証ほの設置、

閉鎖性水域における堆肥利用モデルの実証（河北潟干拓地等）

・ 農業生産活動の継続による中山間地域の保全

－ 中山間地域等直接支払制度による農地の保全 467,000 千円

（２） 販路の拡大

－ 企業と連携した地域間競争力の強化 18,000 千円

生産者と企業の連携に向けた専門アドバイザーの設置、

産地と企業の交流機会の提供など

－ 学校給食への県産食材導入等による地産地消の推進 5,766 千円

－ 県産食材のブランド化（再掲） 9,500 千円

－ 伝統的発酵食品の機能性成分を活用した素材化研究（工業試験場） 1,900 千円

（３） 森林の多面的機能の保全と県産材活用の推進

－ 森林整備地域活動支援交付金による森林の適切な整備促進 212,220 千円

－ 間伐材の販路拡大に向けた調査に対する支援 1,000 千円

－ 県産材使用住宅の取得に対する支援 3,000 千円

－ 県産材活用公共施設の整備支援 17,650 千円

（４） 安定した漁業経営の確立と水産資源の確保

－ １県１漁協体制に向けた漁協の統合支援 22,665 千円

－ 離島漁業再生支援交付金による漁場環境の保全 6,925 千円

－ 漁業取締船「ほうだつ」の代船建造（Ｈ１７．８月竣工） 324,600 千円

10 地方分権時代にふさわしい新たな行財政システムの構築

（１） 県民の視点に立った行政サービスの向上と業務の効率化

－ 公の施設の利活用策の検討 3,000 千円

－ 兼六園周辺文化施設の利便性の向上

兼六園と周辺文化施設の共通割引入場券の発行（再掲）

兼六園周辺文化施設鑑賞パスポートの有効期間延長（２日→７日）（再掲）

－ 施設利用予約システムの運営 4,953 千円

－ 申請・届出等手続きオンラインシステムの運用 8,983 千円

18



－ 医療情報総合システムの整備（中央病院）（再掲） 債務を含め 1,130,000 千円

－ 給与・旅費事務等の集約（事務センター化） 18,196 千円

庶務事務支援システムの運用開始（Ｈ１７．４月）

－ 外部専門家の活用による情報システム導入・運用の円滑化 12,000 千円

－ 公共事業総合情報システムの構築 59,553 千円

電子入札・電子納品の試行拡大など

－ 本庁公用車の任意保険の一括加入

－ 民間委託の推進

県立・市町村立図書館間の相互貸出図書等の搬送業務 2,513 千円

保健所における結核検診業務 10,882 千円

（２） 職員費の抑制と歳入の確保

・ 職員費の抑制

－ 職員数削減　△７０人程度（教育委員会の教員及び警察官を除く）

（他に県立大学、総合母子医療センターで教員・医師等３０人程度増員）

－ 給料・諸手当等の見直し

常勤特別職の給与カットの延長、期末手当の１０％カット

管理職手当の１０％カット、初任給の引き下げ

農林漁業改良普及手当、特殊勤務手当の見直し

・ 歳入の確保

－ 個人県民税の県による直接徴収の実施

－ 自動車税口座振替率の向上

振替依頼書の一斉送付

（３） 特別会計・公社の経営改善

－ 競馬事業の経営健全化に向けた取り組み

検討委員会の設置

採算性を重視した開催日の設定、開催規模の見直し、経費削減など

－ 県立病院の経営効率化に向けた検討 3,300 千円

－ 水道用水供給事業の高利県債の借換 8,324,000 千円

－ 県民ふれあい公社の経営改善

のとじま水族館の活性化に向けたリニューアル計画の策定 5,000 千円

のとじま水族館における立体展示の導入 35,000 千円

スナメリやイロワケイルカを間近に観察できる円柱水槽

能登勤労者プラザへ民間から支配人を招へい

－ 林業公社分収造林事業の収支改善

県無利子貸付金による高利借入金の繰上償還 2,767,951 千円

県有地にかかる分収比率の見直し

－ 住宅供給公社分譲宅地の早期売却

分譲価格の引き下げ、宅地販売の民間委託など
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